
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新
ご
み
処
理
施
設
の
概
要
判
明
へ 
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６
月 

議
会 

今
後
４
年
間
の
市
政
運
営
を
託
さ
れ
た
梅
田
市
長
の
所

信
表
明
に
対
す
る
代
表
質
問
を
、
日
本
共
産
党
渡
辺
昌
代
議

員
が
行
い
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
で
す
。 

１ 

国
保
税
の
均
等
割
額
の
軽
減
対
象
年
齢
の
引
き
上
げ
、

介
護
保
険
料
の
国
庫
負
担
割
合
を
引
き
上
げ
る
事
、
な
ど

国
に
要
求
し
市
民
の
暮
ら
し
を
守
れ
。 

答 

国
に
要
望
し
て
い
く
。 

２ 

消
費
税
の
引
き
下
げ
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
中
止
を
国

に
求
め
る
べ
き
。 

答 

社
会
保
障
や
暮
ら
し
を
支
え
る
財
源
の
た
め
、
国
に
要

求
は
考
え
て
い
な
い
。 

３ 

水
道
使
用
料
、
２
か
月
分
の
基
本
料
減
免
を
再
実
施
す

べ
き
。 

答 

水
道
事
業
独
自
で
の
実
施
は
考
え
て
い
な
い
。 

（
し
か
し
、
議
会
最
終
日
に
、
共
産
党
の
要
求
通
り
、
国
の
コ
ロ

ナ
交
付
金
を
使
っ
て
、
「
水
道
基
本
料
金
を
２
か
月
分
減
免
す

る
」
暮
ら
し
支
援
事
業
が
提
出
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
） 

４ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
を
活
用
し
学
校
給
食
費
の
無
償
化
、
市
内
事
業
者

の
支
援
、
価
格
高
騰
の
中
農
業
者
へ
の
支
援
を
。 

答 

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
支
援
を
検
討
し
て

い
く
。 

５ 

公
共
施
設
個
別
施
設
計
画
に
つ
い
て
、
市
民
へ
の
説
明

責
任
を
果
た
せ
。
保
健
セ
ン
タ
ー
の
統
合
や
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
統
合
、
公
民
館
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
は
す

べ
き
で
は
な
い
。 

答 

集
約
化
等
は
進
め
て
い
く
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン 

タ

ー
で
も
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
す
す
め
て
い
く
。 

６ 

大
規
模
水
害
対
策
避
難
の
バ
ス
配
車
を
確
立
す
べ
き
。 

答 

速
や
か
な
対
応
を
す
る
よ
う
連
携
を
図
る
。 

７ 

誰
も
が
、
い
つ
で
も
、
ど
れ
で
も
利
用
で
き
る
公
共 

交
通
へ
改
善
を
。 

答 

公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
は
重
要
と
考
え
る
。 

充
実
を
図
っ
て
い
く
。 

  

 

新ごみ施設建設に伴う問題点は 

◆最大の課題は、これまで分別収集し、リサイクルを進めて

きたプラスチックごみを「全量焼却」へ、大転換を図ること

です。新施設でも、現在と同様の収集処理を進めれば、10

トン以上の焼却量を減らし、CO2の発生も、2735t  20%

減らすことができます。（第 7回久喜市ごみ処理施設整備基本計画検

討委員会の資料より） 地球温暖化防止、SDGs持続可能な社会

の視点から検証しても問題です。 

2021 年３月には、「プラスチック全量焼却に反対し資源化の

推進を求める請願」も出されています。 

◆ＰＦＩ手法導入によって、今後の事業運営は、運搬から焼

却、ごみの最終処分までのすべてが民間企業になり、事実上

「おまかせ状態」になります。久喜宮代衛生組合でおこなっ

てきた職員による取り組みはほぼ無くなり、議会のチェック

もうすくなります。 

◆該当地域では、交通渋滞が激しく、施設建設で更なる渋滞

の発生に繋がらないのか心配されています。 

 

◆新ごみ処理施設の概要◆ 

ごみ処理施設の基本設計・工事・２０年間の管理運営

菖蒲清掃センターの解体費を委託するものです。 

◇建物は、6階建て、高さ３３ｍ 煙突部は５９ｍ 

◇施設の面積は、隣接する余熱利用施設と合わせて約

４万㎡となる。 

◇発電効率は「２１％以上」を見込む 

◇処理能力は、「家庭ごみ」と「事業系ごみ」を対象と

して、１日１５５㌧の能力を持つ。（77.5㌧の焼却炉

２基分の合計です。） 

◆予定価格  ５４１億円 

◆入札価格  ４２１億９８２０万円 

 １年間に換算すると約２１億円の支出となります。 

◆落札者  日立造船株式会社（代表企業） 

（運営企業は、五洋建設、川崎技研、環境サービス） 

■落札者決定には、入札参加者から「安全、環境、経

済性」などの点を総合評価し決定されました。 

評価総合点 1000点を基準としその差は 19点でした。 

落札者は、入札金額が一番高く低い評価でしたが、 

総合評価点で１番となり、決定となりました。  

※入札には、他に川崎重工、タクマなどが参加してい

ます。 

新ごみ処理施設のイメージ図（市公表の資料より） 

６月６日、議会「全員協議会」が開かれ、（１）新ごみ処理

施設の落札者決定と施設概要（２）総合運動公園市民プー

ルの休止についての２点が報告されました。 

◆新ごみ処理施設については、現在ある３カ所の施設を菖

蒲町台の菖蒲清掃センターの１か所に集約する計画です。 
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渡
辺
ま
さ
よ 

久
喜
市
所
久
喜
７
０
５―

３ 

 

 

 

石
田
と
し
は
る 

久
喜
市
栗
橋
東
５―

７-

21 

 

 

 

杉
野
お
さ
む 

久
喜
市
桜
田
３
丁
目
７
番
１
の
５
０
４ 

栗
橋
地
区
の 

医
療
体
制
が
求
め
ら
れ
る 

問 

済
生
会
病
院
移
転
後
の
秋
谷

病
院
の
開
院
予
定
は
。 

答 

秋
谷
病
院
・
済
生
会
・
久
喜
市

も
１
日
も
早
い
開
院
を
願
う
。 

 

済
生
会
病
院
は
、
職
員
を
秋
谷

病
院
に
派
遣
し
て
準
備
を
進
め
て

お
り
、
秋
ご
ろ
引
き
渡
し
予
定
。 

 

秋
谷
病
院
は
、
病
棟
改
修
を
進

め
開
院
時
は
、
外
来
診
療
・
救
急
・

輪
番
病
院
に
も
加
わ
る
。
開
院
に

む
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
製
も

考
え
る
。
久
喜
市
と
し
て
も
支
援

要
請
が
あ
れ
ば
検
討
す
る
。
病
棟

の
土
地
は
済
生
会
か
ら
返
還
さ
れ

今
後
協
議
を
進
め
て
い
く
。 

問 
栗
橋
地
区
は
か
か
り
つ
け
医

が
少
な
く
医
療
過
疎
と
も
言
え

不
安
と
の
声
が
あ
る
。
栗
橋
ボ

ー
ト
ピ
ア
の
寄
付
金(

毎
年
1.2

億
円)

を
活
用
し
支
援
す
べ
き
。 

答 

南
栗
橋
８
丁
目
に
誘
致
を
進

め
、
診
療
科
目
な
ど
開
業
事
項

を
検
討
中
。 

公
共
施
設 

栗
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

は
残
す
べ
き 

答 

新
た
に
公
共
施
設
個
別
施
設

計
画
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ

検
討
を
進
め
る
。
集
団
検
診
・
各

種
教
室
・
相
談
業
務
は
、
機
能
集

約
後
も
、
当
分
の
間
継
続
す
る
。 

 

問 

市
民
か
ら
反
対
の
声
あ
れ 

ば
、
残
す
と
い
う
選
択
肢
は
。 

答 

審
議
会
の
意
見
な
ど
尊
重
し

て
進
め
る
。 

物
価
急
騰
か
ら 

市
民
生
活
を
守
る
施
策
を 

問 

値
上
げ
予
定
の
下
水
道
・
循

環
バ
ス
・
デ
マ
ン
ド
交
通
の
料

金
値
上
は
中
止
を
。 

答 

値
上
げ
中
止
は
し
な
い
。
実
施

時
期
は
見
送
り
改
め
て
審
議
。 

問 

物
価
が
上
が
っ
て
お
り
、
こ
の

ま
ま
凍
結
す
べ
き
。 

答 

物
価
高
騰
、
長
期
に
及
ぶ
と
な

れ
ば
検
討
す
る
必
要
も
。 

 

水
道
料
金
の
引
き
下
げ
を 

問 

物
価
高
騰
で
市
民
の
暮
ら
し

が
大
変
な
状
況
に
あ
る
。
安
い

価
格
で
市
民
に
提
供
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
水
道
法
に
照
ら

し
、
引
き
下
げ
る
べ
き
。 

答 

収
益
の
減
少
・
施
設
更
新
が
必

要
。
安
定
経
営
か
ら
し
な
い 

問 

地
方
創
成
臨
時
交
付
金
活
用

で
き
る
。
基
本
料
減
免
す
べ
き
。 

答 
全
体
を
検
討
す
る
中
で
考
え

る
。 

小
中
学
校
給
食
費
引
き
下
げ
を 

答 

児
童
生
徒
３
人
以
上
の
家
庭

に
補
助
を
実
施
中
。
全
て
の
生
徒

へ
の
無
償
は
考
え
て
い
な
い
。 

 

１
、
小
中
学
校
の
体
育
館
に
ク
ー
ラ

ー
の
設
置
を
決
断
す
べ
き 

 

今
年
の
夏
の
暑
さ
は
大
変
危
惧

さ
れ
て
い
る
。
真
夏
の
体
育
館

の
授
業
、
部
活
動
は
、
命
の
危
険

も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
す
で
に

設
置
し
て
い
る
自
治
体
を
参
考

に
し
て
ク
ー
ラ
ー
設
置
を
決
断

す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

答 

現
在
、
大
規
模
改
造
工
事
、
体

育
館
の
耐
震
化
工
事
を
進
め
て

い
る
。
エ
ア
コ
ン
設
置
は
有
効

と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
国
、
自
治

体
の
動
向
を
注
視
す
る
。 

問 

教
育
委
員
会
の
方
で
必
要
だ

と
い
う
こ
と
を
認
識
し
て
、
計

画
的
に
進
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。 

答 

認
識
は
し
て
い
る
。
今
年
度

は
視
察
を
含
め
て
準
備
段
階
。

初
期
費
用
、
維
持
管
理
費
用
、
更

新
費
用
な
ど
財
政
支
出
を
勘
案

し
検
討
す
る
。 

２
、
仏
供
田
落
と
し
の
浚
渫
を
早

く
進
め
る
べ
き 

 

街
中
の
排
水
機
能
を
持
つ
排
水

路
で
あ
る
。
冠
水
対
策
の
上
か

ら
も
水
害
な
ど
発
生
し
な
い
よ

う
早
期
に
実
施
す
べ
き
だ
。 

 

答 

今
年
も
県
道
上
尾
・
久
喜
線

か
ら
新
幹
線
ま
で
の
延
長
・
約

５
０
０
メ
ー
ト
ル
区
間
の
浚
渫

と
除
草
を
６
月
２２
日
ま
で
に

完
了
の
予
定
で
あ
る
。 

３
、菖
蒲
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス

は
夏
季
・
冬
季
の
部
活
動
で
も

運
行
す
べ
き 

 

菖
蒲
南
中
学
校
と
の
統
廃
合
の

対
応
策
で
は
、「
通
学
距
離
が
５

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
危
険

な
箇
所
の
横
断
、
人
家
の
少
な

い
田
園
地
帯
の
道
路
を
通
行
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
通
学
上
、
課

題
が
多
い
こ
と
か
ら
ス
ク
ー
ル

バ
ス
を
運
行
す
る
」
と
し
て
い

る
。
長
期
休
暇
中
も
運
行
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。 

答 

各
部
活
動
の
調
整
な
ど
が
難

し
い
こ
と
か
ら
、
休
業
日
の
運

行
は
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な

い
。 

問 

子
ど
も
達
の
安
全
と
健
康
を

真
剣
に
考
え
、
対
処
す
べ
き
だ
。 

答 

契
約
上
、
予
備
日
は
か
な
り

の
便
数
が
あ
る
の
で
、
学
校
、
運

行
会
社
と
協
議
し
運
行
す
る
。

学
校
と
も
調
整
し
て
い
く
。 

 

１ 

選
挙
公
報
は
全
世
帯
に 

 
 
 
 

配
布
を
求
め
る 

問 

選
挙
公
報
は
有
権
者
に
と

っ
て
貴
重
な
情
報
源
だ
。
久
喜

市
の
配
布
方
法
や
世
帯
配
布

率
は
ど
ん
な
現
状
か 

答 

新
聞
折
込
み
や
、
公
共
施
設

へ
の
配
架
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲

載
な
ど
。
配
布
率
は
５３
％
だ
。 

問 

市
の
広
報
と
一
緒
に
行
政

区
に
配
布
を
お
願
い
し
て
は

ど
う
か
。 

答 

目
的
や
発
行
時
期
、
期
間
が

違
う
の
で
，
む
ず
か
し
い
。 

問 

法
で
は
「
全
世
帯
に
届
け
る

こ
と
」
に
な
っ
て
い
る
。
残
り

の
47
％
は
ど
う
す
る
の
か
。

自
治
体
で
は
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ

委
託
し
て
い
る
が
久
喜
で
は
。 

答 

配
布
期
間
が
短
い
の
で
、
限

界
が
あ
る
。 

要
望
：
実
施
し
て
い
る
市
が
あ

る
。
ぜ
ひ
検
討
を
願
い
た
い
。 

２ 

公
共
施
設
統
廃
合
は
、
市
民

参
加
で
見
直
し
を
求
め
る 

問 

市
役
所
建
替
え
は
見
直
す

こ
と
に
な
っ
た
。
保
健
セ
ン
タ
ー

は
人
員
や
事
業
の
継
続
す
る
か 

答 

職
員
間
の
連
携
強
化
や
専

門
性
を
高
め
る
た
め
、
機
能
集
約

（
統
廃
合
の
こ
と
）
は
進
め
る
。 

し
か
し
、
集
団
検
診
や
相
談
業
務 

な
ど
は
、
市
民
が
お
住
い
の
地
域

で
の
実
施
が
望
ま
し
い
の
で
集

約
後
も
、
当
分
の
間
は
こ
れ
ま
で

同
様
の
建
物
で
事
業
を
お
こ
な

っ
て
い
く
。 

問 

福
祉
セ
ン
タ
ー
や
温
水
プ

ー
ル
の
統
廃
合
は
ど
う
か
。 

答 

菖
蒲
地
域
で
の
「
ご
み
処
理

施
設
に
類
似
施
設
の
整
備
が
検

討
さ
れ
て
い
る
の
で
、
計
画
通
り

集
約
（
統
廃
合
）
を
進
め
て
い
く
。 

問 

旧
３
町
の
保
健
セ
ン
タ
ー

の
人
員
は
ど
う
な
る
の
か
。 

答 

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ

り
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援

拠
点
を
「
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ー
」
ひ
と
つ
に
す
る
方
針
が
示
さ

れ
た
。
職
員
配
置
人
員
は
今
後
、

見
直
し
て
い
く
。 

問 

結
局
は
、
計
画
の
目
的
は

「
経
費
削
減
」
で
あ
り
、
統
廃
合

あ
り
き
の
進
め
方
は
、
サ
ー
ビ
ス

低
下
だ
。
市
民
の
声
を
聞
く
べ
き

だ
。
公
共
交
通
は
ど
う
す
る
か
。 

答 

個
別
施
設
計
画
で
、
あ
る
て

い
ど
建
物
の
場
所
が
決
ま
っ
た

ら
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
市
民
が
通

う
手
段
を
検
討
す
る
流
れ
だ
。 

要
望
：
旧
３
町
の
保
健
セ
ン
タ
ー

は
存
続
が
住
民
の
願
い
だ
。
プ
ー

ル
も
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
同
じ
だ
。 

       


